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神戸市食肉衛生検査所

所長 松尾 秀輝

資料５
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本日の内容

１ BSE対策におけると畜場の役割

２ SRMの範囲変更に伴う分別管理

３ まとめ

２ SRMの範囲変更に伴う分別管理

３ まとめ

2



１ BSE対策におけると畜場の役割

BSEに関する２つの安全確保

BSE検査

BSEに罹患している
牛の排除

＋

SRM除去

SRMに汚染されていない
牛肉の提供 3



１ BSE対策におけると畜場の役割

牛の頭部からの延髄採取 異常プリオンタンパクの検出

延髄

陽性反応

BSE検査

BSE発症牛は異常プリオンタンパク質により脳がスポンジ状に変化
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１ BSE対策におけると畜場の役割
BSE検査

確認検査

陰性
（合格）

陽性

BSE検査

陽性
ウエスタンブロット法

免疫組織化学検査

確定診断

いずれかが いずれも

焼却

自治体

国

食肉として
流 通

検査合格まで
持ち出し禁止

陰性
（合格）
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SRM除去
１

BSE対策におけると畜場の役割

頭部 脊髄 回腸遠位部

確実に除去して専用容器に廃棄 6



１
BSE対策におけると畜場の役割

頭部のSRM除去

舌扁桃は食用不可

専用容器に廃棄

角 皮 骨＋筋

舌・頬肉は食用可
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１
BSE対策におけると畜場の役割

脊髄の除去

機械で吸引 手作業で除去 除去確認
専用容器に廃棄
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１
BSE対策におけると畜場の役割

回腸遠位部の除去

専用容器に廃棄
回腸（盲腸接続部分から２m）を手作業で除去
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本日の内容

１ BSE対策におけると畜場の役割

２ SRMの範囲変更に伴う分別管理

３ まとめ

10



２
SRMの範囲変更に伴う分別管理

SRMの範囲変更
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２
SRMの範囲変更に伴う分別管理

SRMの範囲変更
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SRMの範囲変更
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SRMの範囲変更

30月齢超
約8000頭

30月齢以下
約7000頭

コメカミ肉等が利用不可

コメカミ肉等が利用可能

月齢によって扱いが異なる。
混入防止の為の管理が必要

＝

分別管理

２
SRMの範囲変更に伴う分別管理

SRMの範囲変更
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分別管理(生体時）
２

生体への標識

耳標に記載された個体識
別番号から月齢を確認

SRMの範囲変更に伴う分別管理
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２

生体への標識

内臓への標識

枝肉への標識

分別管理(枝肉・内臓）

SRMの範囲変更に伴う分別管理
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２
分別管理(頭部）

舌への標識

頭部への標識

頭部作業台の区分

頭部検査台の区分

30月齢超のSRM（コ

メカミ等）が切除され
ていないか最終確認

全頭への標識＋頭部処理後の最終確認
によってSRMが市場に流通する事を確実に防止

SRMの範囲変更に伴う分別管理
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３ まとめ

・検査対象牛に実施 ・分別管理を実施しSRM
の範囲変更に対応

＋

今後も今までと同様の安全を確保

SRM除去BSE検査
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